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９月２８日（木）に、記念すべき第１回運動会は、９年生各色の代表３名によ

る力強い宣誓により開始されました。競技・演技は、学年グループで行いま

したが、全グループともチームワークはバッチリ。１年生から９年生が力を合わせた色別対抗の綱引き

は、迫力があり感動でした。さらに、この運動会を支える各係の児童生徒の機敏な動きが、素晴らし

い。ご参観いただいた保護者の皆さんの温かいご声援のもと、児童生徒、教職員の「心がひとつ」にな

り、これからの義務教育学校『下市あきつ学園』の取組の基盤となる見事な運動会でした。

下市あきつ学園

～感動と感激の運動会～ 下市あきつ学園・下市こども園

９月３０日（土）、爽やかな秋晴れのもと、運動会を行いました。園児たちの笑顔

と一つ一つの動きが可愛く、目を細めながら見ていました。また、園児たちが真

剣に、楽しく競技や演技に向かう姿に成長を感じ、感動と感激を同時に味わうことができました。さら

に、保護者の皆さんと園児たちがいっしょに行う種目では、うれしそうに競技するする様子にほっこりと

心が温まりました。特に、５歳児（ぞう組）さんのソーランは、勇ましく格好良かったです。

下市こども園

下 市 歌 舞 伎
１０月１８日（水）、下市町賑わい創出協議会主催

による『下市歌舞伎』が開催され、下市あきつ学

園の児童生徒が鑑賞しました。内容は、『義経千
本桜 すし屋の段』のお話を実演と紙芝居等によ

り、『下市学』のひとつと

して学ぶことができまし
た。サプライズで杦本町

長は『ごんたくん』に扮し

て、楠校長は、『隈取』を
して登場しました。

下市いきいき学級・下市生活学校
家庭教育学級合同人権学習講座

１０月２日（月）、奈良県女性センター男女共同参

画いきいきサポーター「いきサポ座」より、４名の職

員の皆様に来町いただきました。人権が尊重され

る社会づくり「地域や家庭の“あるある”から人権

を考える」と題し、誰もが生き生きと生活できる社

会づくりに向けて、私たちの身近な生活の中にあ

る慣習や固定観念に気づき、改善していくことの

大切さを学ぶことができました。



▼『読書週間（10月27日～11月9日）』が、終戦間もない1947年(昭和22

年)、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」をコンセプトにはじまりまし

た。まさに、この季節『読書の秋』です。読書に親しむ３つのコツを紹介します。

①まずは短い作品から読書してみる。②自分の好きな分野の本を読む。③読

書タイムを設定してみる。トライしてみては、いかがでしょうか。

ご意見・お問い合わせは…

下市町教育委員会事務局

☎ 0747-52-1711

FAX ０７４７－５２－５１５９

✉ kyoi@town.shimoichi.nara.jp

＜下市あきつ学園では、ＳＤＧsと下市町をコラボで学ぶ郷土学習「下市学」を進めていきます。＞

『サツマイモ掘り』 下市こども園 下市町ゲートボール協会の皆様に感謝
１０月１０日（火）、こども園の３歳児から５歳児の３２名は、町ゲートボール協会（会長：大月輝美

様）の皆様のご厚意により、栗拾いとサツマイモ掘り体験をさせていただきました。栗拾いやサツ

マイモ掘りは、これまでに経験のない園児がほとんど。園児たちは、たわわに実ったサツマイモを

掘り当てると、「めっちゃデカ」「わーすごい」と大はしゃぎ。最高の笑顔

でした。町ゲートボール協会の皆様が、苗付けから収穫まで丹精込めて

育てていただいた自然の恵みを受けることができ、貴重な体験活動と

なりました。秋晴れの中、地域の宝である子どもたちが、地域の方々に

温かく支えていただいていることを実感したひとときでした。

『修学旅行』 下市あきつ学園６年生 平和記念公園に千羽鶴を献納
ご協力いただた町民の皆様に感謝!!

１０月１１日（水）～１２日（木）、６年生は、修学旅行で広島県を訪れました。町内の皆様のご協力

により折っていただいた、２万羽の鶴を平和への願いを込めて平和記念公園に献納しました。６

年生は、修学旅行へ出発前、体育館で全校児童生徒に、これまでの千羽鶴折や平和学習の取

組の様子を丁寧に説明をし、みんなで平和について考える有意義な機会となりました。これらの

取組を地域の方々が温かく見守り、ご支援いただいていることが、子ど

もたちへの力強い心の支えとなっています。改めて、ご協力いただきま

した地域の方々に心から感謝申し上げます。私たちは、子どもたちが

安心して安全に生活できることを願い、これからも平和について「自分

たちができること」を積極的に行動してもらえることを期待します。

右の図は、絶滅の危機にさらされている推

定される割合です。SDGs目標1５「陸の豊

かさも守ろう」とは、持続可能な開発のため

に欠かせない山地の生態系の能力を強め

るため、多様な生物が生きられる山地の生

態系を確実に守ること。また、砂漠化に対応し、砂漠化、干ばつ、洪水

の影響を受けておとろえてしまった土地と土壌を回復させ、これ以上

土地をおとろえさせない世界になるように努力することです。


